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　株式会社ホープ様（葛西信哉代表
取締役）より、ポインセチアとツリーの
飾り、ケーキを寄贈していただきま
した。
　ツリーの飾りは、12月15日に開催
された合同昼食会の参加者全員で飾り
つけし、ケーキは美味しくいただき
ました。
　ありがとうございました。

「一人暮らし高齢者ふれあい合同昼食会に
サンタクロースとトナカイが来た！」
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会　長　山 内 　 敏

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
謹
ん
で

年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
並
び
に
住
民
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
な
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
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し
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げ
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。

　

さ
て
、
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が
国
で
は
、
少
子
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齢
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少
社
会
が
本
格

化
す
る
な
ど
社
会
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、
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窮
な
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雑
多
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し
た
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祉

課
題
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顕
在
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し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
本
会
で
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
配
慮

し
な
が
ら
「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
」
や
「
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
ふ

れ
あ
い
昼
食
会
」
な
ど
を
開
催
し
、

地
域
の
つ
な
が
り
や
社
会
参
加
の
継

続
に
努
め
た
ほ
か
、
高
齢
者
や
単
身

世
帯
に
お
い
て
は
、
買
い
物
に
不
便

や
苦
労
を
感
じ
て
い
る
住
民
も
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
「
買
い
物
送
迎

サ
ー
ビ
ス
モ
デ
ル
事
業
」
を
展
開
し

ま
し
た
。

　

ま
た
現
在
、
第
四
次
藤
崎
町
地

域
福
祉
活
動
計
画
（
令
和
五
年
度

〜
令
和
九
年
度
）
策
定
に
向
け
た

作
業
を
進
め
て
お
り
、
本
会
の
基

本
理
念
で
あ
り
ま
す
「
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
目

指
し
、
住
民
の
皆
様
方
や
関
係
機

関
、
地
域
団
体
と
の
協
働
に
よ
る

地
域
福
祉
推
進
に
鋭
意
努
力
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご

指
導
、
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

明けましておめでとうございます。
昨年中は格別のご厚情を賜り厚く
お礼申し上げます。
本年も町民の皆様方の心の支えに
なるよう頑張りますのでご支援ご協力の
ほどよろしくお願い申し上げます。
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白取電器	 代表　白取　俊彦
スーパーさとちょう常盤店
	 店長　山本　正二
すぎの子	 代表　古川ゆり子
㈱ダイドー青森　代表取締役　倉内　栄次
髙木クリーニング店	 代表　髙木　貞蔵
髙木商店　店主　髙木　　登
㈲ダスキン黒石	 代表取締役　佐々木直樹
㈱タナックス	 代表取締役　葛西　秀正
㈲田辺名花堂	 代表取締役　木村　利則
㈱津軽新報社
	 代表取締役社長　北山　正之
つがる弘前農業協同組合藤崎支店
	 支店長　山内久美子
津軽みらい農業協同組合常盤基幹支店
	 支店長　一戸　正樹
対馬食品店	 代表　對馬　幸男
ＤＭノバフォーム㈱青森工場
寺山餅店	 代表　寺山　正幸
東奥信用金庫藤崎支店
	 支店長　奈良岡 恵一
㈱東京海上日動パートナーズ東北
	 青森支店津軽支社　板垣　欣成
東北化学薬品㈱
	 代表取締役社長　東　　康之
東北建設コンサルタント㈱
	 代表取締役社長　櫻田　隆夫
東北システム㈱
	 代表取締役社長　松田　文明
東和電機工業㈱	 代表取締役　榊　　美樹
ときわさとう歯科医院	 院長　佐藤  透
㈲トキワ車検センター
	 代表取締役　三浦　武昭
㈲常盤防災	 代表取締役　古川　文光
常盤村養鶏農業協同組合
	 代表理事組合長　石澤　清行
㈱ナカタ電工	 代表取締役　中田　巨人
成田整骨院	 代表　成田　秀樹
バースネットワーク㈱
	 代表取締役　船水　克行
張山電氣㈱
	 代表取締役　張山　久次
㈱原田ベンディングサービス
	 代表取締役　高橋　路良
㈲樋口設備工業所

	 代表取締役　樋口　正志
㈲平野屋	 代表　平野　利信
㈱弘前浄化槽センター
	 代表取締役　三橋　一晃　
㈱弘前水道	 代表取締役社長　阿保　秀樹
福田道路㈱弘前営業所	 所長　棟方　　功
㈱藤崎ガス	 代表取締役　阿部広悦
㈱ふじさきファーマーズ LABO
	 代表取締役社長　松丸　良平
藤崎町遺族会	 会長　舘山　新一
藤崎町商工会	 会長　鎌田　兼視
藤崎町身体障害者福祉会
	 会長職務代理者　奈良　明仁
藤崎町母子寡婦福祉会	 会長　舘山　廣子
藤崎町老人クラブ連合会
	 会長　舘山　新一
ふじデンタルクリニック
	 院長　村澤　憲一
㈱藤菱	 代表取締役　須藤　伸行
フルテック弘前営業所	 所長　藤田　拓也
㈱ホープ	 代表取締役　葛西　信哉
松屋洋品店	 代表　石澤千鶴子
㈱三浦組	 代表取締役　三浦　洋之
㈱Mizuiroarchitects
	 代表取締役　葛西　　諭
みちのくキャンティーン㈱弘前営業所
	 所長　成田　健二
㈱みちのく銀行浪岡支店
	 支店長　水梨　　治
㈱みちのくクボタ
	 代表取締役社長　荻野　伸允
みちのくコカ・コーラボトリング㈱弘前営業所
	 所長　荒木田和義
㈲南黒地域交通	 代表取締役　三浦　武昭
㈱南建設	 代表取締役　南　直之進
陸奥常盤郵便局	 局長　築館　公二 
和電工業㈱	 代表取締役　藤田あつ志
匿名

　賛助会員加入数
　　８９件　　５４３,０００円

あいおいニッセイ同和損害保険㈱
	 青森支店弘前支社
青い森信用金庫浪岡支店
	 支店長　北田　武次
あおば社会保険労務士法人
	 代表社員　藤原　英理
㈱青森銀行藤崎支店	 支店長　櫻庭　崇泰
青森リンゴ加工㈱
	 代表取締役社長　大塚　耕輝
青森ヤクルト販売㈱
	 弘前営業所　所長　一戸　好穂 
アクア・クリエイト㈱
	 代表取締役　木村　大吉
イシザワ菓子舗	 代表　石澤　久敏
医療法人栄現会	 理事長　関場　慶博
医療法人ときわ会	 理事長　永山　亮造
㈱エーアイサイン
	 代表取締役　石澤　暁夫
㈱栄研	 代表取締役　清藤　　崇
㈲エポックス	 代表取締役　花田　尚昌
㈲紀文	 代表取締役　後藤　英輝
鎌田トーヨー住器㈱
	 代表取締役　鎌田　兼視
共立設備工業㈱
	 代表取締役社長　齋藤　貴之
㈱クロベ	 代表取締役　黒部　能史
合同会社ナリミツ農園
	 代表社員　成田　康平
弘南観光開発㈱
	 代表取締役社長　原田　篤久
光洋電器	 代表　佐藤　光三
コマツカスタマーサポート㈱
	 支店長　小笠原正人
㈲酒舗岩谷	 代表　岩谷　れい
ささ膳	 代表　笹森　敏彦
佐藤石油店	 代表　佐藤　　栄
三幸㈱	 代表取締役社長　三枝　壮平
㈲三照堂	 代表取締役　木村　公昭
㈱シバタ医理科	 代表取締役　尾形　慎哉
社会福祉法人千栄会	 理事長　佐藤　優子　
社会福祉法人桐栄会	 理事長　中川　晴信
㈲ジャストサービス
	 代表取締役　工藤　英麿
正善商事㈱
	 代表取締役　一戸　秀則 

◇賛助会員（町内外の企業、商店、団体など）　　　　　　　　　　　　　　令和４年12月22日現在（五十音順敬称略）

令和４年度社協〈一般会員・賛助会員〉にご協力いただき誠に有り難うございます。
町内 加入世帯数 町内 加入世帯数 町内 加入世帯数

舟　場 53世帯 林　崎 36世帯 三ッ屋 15世帯

みつや 80世帯 中　島 83世帯 福　島 145世帯

表　町 43世帯 小　畑 64世帯 福左内 53世帯

仲　町 50世帯 矢　沢 100世帯 水　木 136世帯

曲新田 24世帯 水　沼 26世帯 久井名舘 77世帯

本　町 17世帯 中野目 68世帯 富　柳 54世帯

木挽町 74世帯 亀　岡 27世帯 福　舘 73世帯

朝日町 33世帯 西中野目 49世帯 若　松 63世帯

館川町 30世帯 俵　舛 54世帯 榊 171世帯

下　町 77世帯 下俵舛 35世帯 亀　田 114世帯

緑　町 14世帯 柏木堰 79世帯 西　田 50世帯

新　町 78世帯 東　町 23世帯 小学校通り 34世帯

横　町 50世帯 西豊田一丁目 41世帯 若　柳 26世帯

伝　馬 64世帯 西豊田二丁目 53世帯 個　人 2世帯

葛　野 96世帯 西豊田三丁目 23世帯 一般会員合計　２，９１９世帯
２, ９１９, ０００円
令和４年12月22日現在

白　子 64世帯 常　盤 165世帯

藤　越 60世帯 徳　下 73世帯
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募金種別 募金額 内容

戸別募金 １,５１５,２４４円 町内会などにご協力いただいた募金です。

職域募金 １０７,５２２円 町内の公共・金融・企業・商工・病院関係に募金箱を
設置しご協力いただいた募金です。

学校募金 ４８,０４１円 小・中学校児童生徒のドラえもん募金及び先生方に
ご協力いただいた募金です。

法人募金 １５７,０００円 町内の企業・商工・病院関係にご協力いただいた募金
です。

個人募金 ３８,０８３円 個人の方からご協力いただいた募金です。

ピンバッチ募金 １３１,５００円 上記募金方法以外で、個別に５００円以上の募金に
ご協力いただいた募金です。

その他 ６,１００円

　10月1日から始まりました赤い羽根共同募金運動も、住民の皆様をはじめ関係機関・企業・学校など
のご協力により、多くの募金が寄せられました。
　また、皆様から寄せられた募金は、青森県共同募金会を通して青森県内の社会福祉事業に有効に活用
させていただきます。

（令和４年12月22日現在）

皆様のあたたかいご協力ありがとうございます

募金額〈２,００３,４９０円〉
皆様のあたたかいご協力ありがとうございます

募金額

令和4年度版ピンバッチ「ジャン坊くん」
　藤崎町のキャラクターが、赤い羽根共同募金運動に協力。
　ピンバッチ募金として、５００円以上募金された方に１個進呈して
います。
　藤崎・常盤老人福祉センター窓口で取り扱っていますが、数量限定で
なくなり次第終了となります。

～出産お祝い事業～
〇満１歳に満たないお子さんを養育する保護者で、藤崎町に

住所があり、居住している方が対象です。紙おむつは、
２袋支給しています。
　当日は申請用紙と母子健康手帳をお持ちください。
※社協広報紙にお子さんの写真掲載が可能であれば撮影を

いたしますので、当日お子さんと一緒にご来所ください。

〇申請場所：藤崎町社協　℡65-2056
（常盤字富田70-1　常盤老人福祉センター内）

〇受付日時：月曜～土曜9：00 ～ 17：00（祝日を除く）
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　「退職後も何らかの仕事を続けたい。」と考えている高齢者が増えています。
藤崎町シルバー人材センターでは、地域の「手伝ってほしい」と「働きたい」という声をつなげる活動をしています。
　藤崎町内のご家庭や企業などから依頼を受け、会員に仕事を提供しており、藤崎町に在住する
60歳以上の方であれば、どなたでも入会できます。

≪入会手続きから就労までの流れ≫　
　　○入会申込書を提出し会員登録していただきます。
　　○年会費【２, ０００円】※保険料　　　○就労内容に応じて、会員に依頼

≪藤崎町での主な就労内容≫
　　○屋内軽作業　　○屋外軽作業　　○草刈り　　○草取り　　○除雪作業　など

まずは、藤崎町シルバー人材センター事務局（藤崎町社協）℡６５－２０５６にお電話ください。

「 6 0 歳からの助だち人生 !」
～ 仕 事 を 通 じ て 地 域 社 会 に 貢 献 し ま せ ん か ～

会員を

募集しています
。

　最寄り駅やバス停車場所までの移動が大変など、公共交通機関を利用することが難しくなって
いる高齢者もおり、在宅生活を継続する中で、買い物など外出時の送迎支援を希望する声が増えて
います。
　そこで、藤崎町助け合い生活支援・介護予防協議体と藤崎町社協が連携し、高齢者の移動に
関するニーズ調査とサービス提供時の人員体制及び課題等の検証を目的に、令和４年11月から

「買い物送迎サービスモデル事業」を白子地区と水木地区で実施しております。

「自分で商品を選べるし、
みんなとおしゃべりができて楽しい」

「冬は、シルバーカーを押して
停車場所まで行くのも大変」

～買い物送迎サービスモデル事業～

≪事業経過報告≫　令和４年11月
　○白子地区　利用登録者：７名（２回実施：平均５名利用）
　○水木地区　利用登録者：７名（２回実施：平均３名利用）

≪事業内容≫
　○実施期間：令和４年11月～令和５年３月（月２回、隔週で実施）
　○時　　間：午後１時～３時
　○対　　象：75歳以上の町民で、ご自身で買い物や手続き等ができる方。
　○利 用 料：無料です。
　○そ の 他：両地区で利用を希望される方は、事前登録が必要です。
　　　　　　　お問い合わせ、申し込み登録は藤崎町社協（℡65-2056）まで

運転ボランティアを募集しています。
月に１回から２回程度、町内のスーパー等まで利用者の送迎（運転業務）を行います。
資格：普通自動車免許をお持ちの方



ふじさき社協だより 令和５年１月１日（6）

進学・在学資金でお悩みの方はご相談ください。－生活福祉資金（教育支援資金）－
　高等学校・高等専門学校・大学（短期大学を含む）への進学または在学中のお子さんをお持ちの家庭で、
資金の捻出にお困りのときはご相談ください。
　低所得世帯を対象に、資金の貸し付けを行っています。

〈修 学 費〉○高等学校　　　月35千円以内
　　　　　　○高専・短大　　月60千円以内
　　　　　　○大　　学　　　月65千円以内
　　　　　　（※大学院に係る経費は貸付対象外です。）
〈支 度 費〉入学金や制服、教科書など入学に必要な
　　　　　　経費　　　　　　５００千円以内
〈貸付条件〉○低所得世帯
　　　　　　○他の貸付制度を利用できない世帯
　　　　　　（※母子寡婦福祉金、町の奨学金制度、日本
　　　　　　　政策金融公庫など）
〈償　　還〉○据置期間　　卒業後６か月以内
　　　　　　○償還期間　　据置期間経過後20年以内

【償還例】
◇高等学校 借入額 修学費 36月 1,260,000円

支度費 500,000円

計 1,760,000円

償　還 （7 年） 月 約 21,000円

◇大　　学 借入額 修学費 48月 3,120,000円

支度費 500,000円

計 3,620,000円
償　還 （10年） 月 約 30,000円

編集後記

　あけましておめでとうございます。
　今年度から始めた編集後記は細々と続いてい
ます。
　令和５年も読んでいただけるよう頑張ります。
　私事ですがアウトドア用の薪ストーブを購入
しました。薪を上手く燃やすのって難しいです
ね…。燃える様子を見るだけでも楽しいのです
が、せっかくなので薪ストーブで調理に挑もう
と思っています。作ってみたいのは、鉄板ステー
キとアヒージョです。
　まだまだ冬は続きますが、寒さに負けず薪ス
トーブで楽しく過ごそうと思います。　　（齋藤）

除 雪 援 助 事 業 に つ い て お 知 ら せ
☆対象者（年齢基準日：令和４年４月１日）
①70歳以上の一人暮らし高齢者
②70歳以上の高齢者のみの世帯
※上記①②とも、町内に直系二親等の親族（子、孫等）の
　居住者がいない方が対象です。
◎利用期間：令和４年12月15日（木）から
　　　　　　令和５年 3 月14日（火）まで
◎利 用 料：無料　※期間中５回まで
◎除雪作業の受付時間：午前8時30分～正午
◎問合せ先：藤崎町社協　℡65－2056

☆除雪の要件・範囲
①おおむね15㎝以上の積雪を対象とします。
②玄関から自宅前の道路までが対象で、除雪幅は歩行可能な幅員とします。
※降雪状況等によっては、受付当日の除雪ができない場合もあります。

第18回 藤崎町社会福祉大会　日程

日時：令和５年２月25日（土）12時30分開会
会場：藤崎町文化センター　大ホール

〈内容〉○記念講演
　　　 ○ボランティア推進校福祉作文発表
　　　 ○社協職員による寸劇
　　　 ○式典
　　　 ※参加者全員に粗品を用意しております。


